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主な施策

① 事業者等との共同による仕事と生活の調和の推進
■男女共同参画推進事業

　女性団体やNPO等との協働による地域・企業などに

向けた広報啓発や男女共同参画センター・ムーブ等で

の各種講座の開催などにより、性別による固定的な役

割分担意識の解消と、男性の家事・育児への参画促進

等に取り組んでいます。

[ 総務局男女共同参画推進課 ]

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（平成29年度）

◆男性が育児休業等をとることについての考え方
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【自分・自分の夫の場合】

◆家庭生活での男女平等達成感

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（平成29年度）
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◆「夫は外で働き、妻は家庭を守る」という考え方に
　対する肯定派・否定派の割合

資料：北九州市の男女共同参画社会に関する調査（平成29年度）
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■ワーク・ライフ・バランス推進事業

　誰もが多様な働き方や生き方を選

択でき、活力ある豊かな社会を実現

するため、「北九州市女性活躍・ワー

クライフバランス推進協議会」を中

心として、ワーク・ライフ・バラン

スの推進に向けた取組みを実施して

います。

[ 総務局女性活躍推進課 ]

② 男性の家事・育児への参画促進

　協議会では、各構成員がそれぞれの立場でできるこ

とから実践するとともに、取組情報を共有し、企業向

け出前セミナーやアドバイザー（社会保険労務士）派

遣などの企業等の取組支援やホームページ等での広報

啓発に協働で取り組んでいます。

　

　本市では経営者が「イクボス」として、自らワーク・

ライフ・バランスを実践しながら、従業員の仕事と家

庭生活の両立、キャリア形成を応援し、生産性の向上

や多様な働き方を推進する「北九州イクボス同盟」を

平成29年度に設立しました。

　イクボス相互の連携を通じそれぞれの取組みを発展

させながら、誰もが望むかたちで力を発揮でき、活力

に満ちた社会の実現を目指します。

　平成19年度から、子育て支

援や男女がともに働きやすい

環境づくりなど、ワーク・ラ

イフ・バランスの推進に取り

組んでいる企業・団体・個人

を表彰し、その取組内容を広く市民や市内事業所の皆

さんに情報提供しています。

○北九州市女性活躍・ワークライフバランス表彰

○「北九州イクボス同盟」設立
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⑥安全・安心なまちづくり

　安心して暮らせること、安全に活動できることは、

子育てしやすいまちづくりを進める上で欠くことので

きない重要な要件です。そこで、地域において住民の

見守りによる自主防犯活動を促進するため「生活安全

パトロール隊」が全小学校区で結成され、約10,000人

ものパトロール隊員が活躍しています。

　また、子どもの交通事故防止のため、通学路での「文」

マークの路面標示や、交通安全に関する啓発活動を進

めています。

　公園は市民にとって身近な憩いの場であり、子ども

等が安全で安心して遊び、さまざまな世代の人との交

流や多様な体験ができるよう、住民の意見を聞きなが

ら、地域ニーズを踏まえた公園整備に努めています。

　道路環境においては、歩道の新設や拡幅、段差解消

などのハード面のバリアフリー化を行い、子育て家庭

をはじめ、誰もが安全で快適に移動できる環境整備に

努めています。

　市営住宅においては、入居希望者の中で、特に住宅

確保が困難と思われる多子世帯や母子・父子世帯に対

し、募集戸数を優先的に確保しています。

　このように、子育てしやすい安全・安心なまちづく

りに向けて、犯罪防止や交通安全の推進、公園、道路、

住環境等の整備を図るとともに、誰もがバリアを感じ

ないまちづくりに取り組んでいます。

総 論

　「子ども・子育て支援に関する市民アンケート調
査」で、より力を入れてほしい子育て支援策を尋
ねたところ、就学前児童と小学生の保護者の5割
以上が、「公園や子育て支援施設等」を選択してい
ます。また、同様の質問を小学校高学年生（4年生
～6年生）に尋ねたところ、その5割が「公園や施設」
を選択しており、保護者も子どもも、安全に安心
して過ごせ、利用しやすい公園や遊び場に対する
ニーズが高い状況です。

現状と課題
（ア） 公園や子育て支援施設など
〔現　状〕

●　子どもが安全に安心して遊べ、多様な体験や多
世代の交流ができる身近な公園や遊び場を整備す
る必要があります。

〔課　題〕

　「子ども・子育て支援に関する市民アンケート調
査」で、子育てに関して日常悩んでいることを尋
ねたところ、就学前児童と小学生の保護者の約1
割が「地域の治安」を選択しており、安全に暮ら
す上での不安を感じています。

（イ） 地域に対する体感治安
〔現　状〕

●　地域の自主防犯・防災活動などの取り組みを
推進することにより、子育て家庭を含め市民の
体感治安が向上するなど、安全・安心を実感で
きるまちづくりに取り組む必要があります。

〔課　題〕

　「子ども・子育て支援に関する市民アンケート調
査」で、より力を入れてほしい子育て支援策につ
いて尋ねたところ、就学前児童の保護者の3割が
「子育て家庭が外出した際に困らない道路などの都
市環境」を選択しており、安心して外出できる都
市環境の整備に対するニーズがあります。また、
平成30年には市内で6,649件の交通事故が発生し、
「自転車や車の運転マナーが悪い」などの市民意見
もあります。

（ウ） 道路などの都市環境と交通安全
〔現　状〕

●　子育て家庭が安心して外出できるバリアフリー
のまちづくりを推進する必要があります。

●　交通事故の防止活動を推進する必要があります。

〔課　題〕
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　「子ども・子育て支援に関する市民アンケート調
査」で、より力を入れてほしい子育て支援策につ
いて尋ねたところ、就学前児童と小学生の保護者
の約１割が、「公営住宅への入居支援など住宅面で
の配慮」を選択しており、住環境の整備に対する
ニーズがあります。

（エ） 住環境
〔現　状〕

　子育て家庭に対して良質な住宅を確保し、子ど
もを生み育てやすい住環境の整備を進める必要が
あります。

〔課　題〕

主な施策

[ 建設局みどり・公園整備課 ]
■地域に役立つ公園づくり事業■地域に役立つ公園づくり事業

　身近な公園の再整備について、小学校区単位で開催
するワークショップで計画段階から地域住民の意見を
聞き、地域ニーズを反映した整備を行うことで、これ
まで以上に利用される公園を目指します。

① 子育て家庭が利用しやすい公園・遊び場の整備

[ 消防局救急課 ]■パパママ救急教室■パパママ救急教室
　乳幼児の命を守るための応急手当の知識と技術を新米
パパママに身につけてもらい、子育てへの不安を少しで
も和らげるため、「パパママ救急教室」を子育てふれあい
交流プラザや子どもの館で定期的に開催しています。

[ 市民文化スポーツ局安全・安心推進課 ]
■生活安全パトロール隊の支援（地域防犯対策事業）■生活安全パトロール隊の支援（地域防犯対策事業）

　地域住民の自主防犯活動を促進するため、「生活安全パ
トロール隊」の活動を支援しています。さらに、警察ＯＢ
である安全・安心指導員が、パトロールの同行や指導、助
言等を行い、地域の自主防犯意識の向上に努めています。

② 安全・安心を実感できるまちづくりの推進

[ 建設局道路計画課 ]
■安全・安心な暮らしを支えるみちづくり■安全・安心な暮らしを支えるみちづくり

　ＪＲ等主要駅や公共施設周辺などの道路のバリアフ
リーをはじめ、人優先の安全・安心なみちづくりを推進し、
歩行者や車いす、自転車の通行に配慮した道路整備に取
り組んでいます。

③ 子育てに優しい都市環境の整備

[ 市民文化スポーツ局安全・安心都市整備課 ]
■子どもの交通安全■子どもの交通安全

　歩行中や自転車乗車中における交通ルールを学ぶ「交
通安全教室」の実施や、通学路であることをドライバー
に注意喚起する「文マーク」の路面標示、新入学児童や
ドライバーへ事故防止の意識を喚起する「黄色い帽子」
の配布等を実施しています。

⑤ 交通安全の推進
　自転車の3人乗り（幼児2人同乗）については、幼児

2人同乗基準適合車マークのついた車体の強度など一定

の安全基準を満たした自転車に、6歳未満の幼児を2人

以内で同乗させる場合に限って認められます。

　また、保護者は幼児にヘルメットをかぶらせるよう努

めなくてはいけません。

自転車の 3人乗り（幼児 2人同乗）について

◆保護者がより力を入れてほしい子育て支援策（抜粋）

就学前
児童

小学生

中学・
高校生

資料：北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケート調査（平成25年度）
注：複数回答

◆子どもが希望する子育て支援策（抜粋）

小学生
（高学年）

中学・
高校生

資料：北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケート調査（平成25年度）
注：複数回答

・子育て家庭が利用しやすい公園や子育て支援施設
等（52.2%）
・子育て家庭が外出した際に困らない、道路などの
都市整備（31.9%）
・公営住宅への入居支援など住宅面での子育て家庭
に対する配慮（12.5%）

・いつでも安全・安心に過ごせる公園や施設（62.4%）
・公営住宅への入居支援など住宅面での子育て家庭
に対する配慮（9.2%）

・いつでも安全・安心に過ごせる公園や施設（41.6%）
・公営住宅への入居支援など住宅面での子育て家庭
に対する配慮（11.8%）

・いつでも安全・安心に過ごせる公園や施設（54.6%）
・安全で暮らしやすい居住空間や道路環境の整備
（34.1%）

・いつでも安全・安心に過ごせる公園や施設（33.6%）
・安全で暮らしやすい居住空間や道路環境の整備
（33.0%）

区分 内容（割合）

区分 内容（割合）
[ 建築都市局住宅計画課 ]

■住むなら北九州　定住・移住推進事業■住むなら北九州　定住・移住推進事業

　本市への定住・移住を強力に推進するため、市外から
移住する若年世帯等に対し、街なかの住宅を取得又は賃
借する費用の一部を補助します。

④ 子育てしやすい住環境の提供

[ 建築都市局住宅計画課 ]
■優良賃貸住宅供給支援事業（特定優良賃貸住宅）■優良賃貸住宅供給支援事業（特定優良賃貸住宅）

　特定優良賃貸住宅とは、「まちなか」において子育て世
帯を含むファミリー世帯の定住を促進するため、本市の
認定を受けて建設された優良な賃貸住宅です。その内、
一部の住宅では、一定の基準を満たした入居者に対して
家賃補助を実施しています。
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⑦幼児期の学校教育や保育の提供

　幼稚園、保育所等においては、子どもの健やかな育

ちを支援するため、さまざまな遊びや体験を通じて、「生

きる力」の基礎づくりに取り組むなど、教育内容の充

実を図っています。

　保育所の待機児童対策については、保育需要の高ま

り等に伴い一部の地区では年度途中に待機児童が生じ

ていたことから、民間保育所や小規模保育等の開設・

定員増を行い、平成22年度から平成30年度までの間

に入所定員を2,873名拡大し、これにより平成23年度

から平成30年度当初の待機児童はゼロを維持しまし

た。また、多様化する保育ニーズに対応するため、延

長保育、病児保育、休日保育などの特別保育を推進し

ています。あわせて、直営保育所の統合・民営化を行い、

保育所の運営に関する民間活力の活用を図っています。

　さらに、教育・保育の質の確保と向上を図るため、

幼稚園教諭や保育士に対する合同研修など多様な研修

を行い専門性の向上に努めるとともに、事業者が行う

自己評価に加え、幼稚園では学校関係者評価を推進し、

保育所では第三者評価を実施しています。

　また、幼稚園、保育所等の保育環境から小学校の学

習環境への円滑な接続を図るため、「保幼小連携推進連

絡協議会」の設置や啓発パンフレットの作成等、保育所、

幼稚園、認定こども園、小学校との連携に取り組んで

います。

　このように、質の高い幼児期の学校教育や保育を提

供するとともに、多様なニーズに応える保育環境の整

備・充実に努めています。

総 論

　少子化や核家族化など、子どもを取り巻く社会
環境が大きく変化する中で、生涯にわたる人間形
成の基盤として、幼児期の学校教育や保育の重要
性が一層高まっています。
　本市の保育所等の定員については、年度当初の
受け入れ態勢はおおむね整っていますが、年度の
後半にかけて待機児童が発生している状況にあり
ます。さらに、希望する保育所等に入所できない
未入所児童も生じています。
　また、発達の気になる子どもや育児不安を抱え
る親の増加など、支援が必要な家庭が増えており、
幼稚園や保育所等に求められる役割が広がってい
ます。

現状と課題
（ア） 保育の量の拡充と教育・保育の質の向上
〔現　状〕

●　地域のニーズを踏まえて策定された「北九州
市子ども・子育て支援事業計画」を着実に進め
ることで、質の高い教育・保育を提供するとと
もに、保育の量の拡大により年間を通じた待機
児童の解消を図る必要があります。
●　保育所においては、地域ごとの施設の配置の
状況や児童数の動向を踏まえながら、入所希望
に対応できるよう、定員の見直しや施設の適正
配置を進める必要があります。
●　多様化する課題に対応しながら、専門的な支
援体制を強化し、幼稚園教諭や保育士等の専門
性の向上に取り組む必要があります。
●　教育・保育施設の質の向上を図るため、施設
が学校関係者評価（幼稚園）や第三者評価（保
育所）に取り組むための支援を行う必要があり
ます。

〔課　題〕

２ 子どもの育ちを支える幼児期の学校教育や保育の提供


